
治療前 2時間 2週間

岡山大学病院 三朝医療センター

血管拡張作用
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血管収縮作用
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ラドン治療開始後の経過時間
（三朝医療センター）

ラドン治療開始後の経過時間
（三朝医療センター）

こ ん な 病 気 に 効 い た ！

高　血　圧　症

毛細血管・細動脈を収縮させ高血圧をまねくバゾプ
レシンの値が減少し、血管拡張作用を示すαＡＮＰの
値が増加、血液循環の促進が確認できました。

関節リウマチ・免疫性肝炎
（自己免疫疾患）

リウマチもアレルギー反応と同じ、細菌や外部からの
異物を攻撃するはずの免疫が、自分の細胞や組織に
過剰に反応してダメージを与えるために起こるとさ
れています。これら自己免疫疾患にも免疫調整効果
があることがわかっています。

ホルミシスによる改善効果の実例がある
その他の病気・体の不調

胃炎・腸炎・すい臓炎・腎不全・胃酸過多症・痛風・肺気
腫・外傷性てんかん・うつ病・便秘・肩こり・手のしびれ・
更年期症状・AGA（脱毛）・ED（勃起不全）・火傷（やけ
ど）の回復・脳卒中後の運動や言語障害のリハビリ

変形性関節症・脊椎炎・腰痛・神経痛

脳内麻薬と呼ばれ、モルヒネの約６.５倍の鎮痛作用
を持つホルモン、β-エンドルフィンの分泌が促進され
痛みを和らげます。
また、抗炎症作用を持つ糖質コルチコイドの産生を
促すＡＣＴＨの値が増加し関節の炎症を抑える可能性
が高いことがわかりました。

脂肪肝（肝機能障害）

体内における最大の工場といわれる肝臓での活性酸
素との攻防は特に激しいものがあります。ラドン吸引
により有害な過酸化脂質量が減少し、合わせてＧＯＴ・
ＧＰＴの値も低くなり、脂肪肝の発症が抑制されるこ
とがわかりました。

気管支喘息・アトピー・アレルギー性鼻炎
（アレルギー反応）

免疫機能の異常によって起こる気管支喘息・アトピー
性皮膚炎・アレルギー性鼻炎などのアレルギー反応
に対してラドン吸引は免疫抑制的に作用することが
わかりました。
また気管支喘息の気管支収縮やアレルギー性鼻炎に
関わるヒスタミンの値が減少し、症状を抑える可能性
が高いこともわかりました。

アルツハイマー病・パーキンソン病

アルツハイマー病は脳の神経細胞「海馬」が、パー
キンソン病は脳の「黒質」と呼ばれる部分の細胞
が、活性酸素が生み出した過酸化脂質により破壊
されて起きる病気です。ラドン吸引による抗酸化機
能の高まりで、これらの脳細胞の破壊が抑制される
効果が期待できます。

●三朝医療センターと記載のものは、岡
山大学医学部付属病院三朝医療セン
ターのラドン高濃度熱気温室（２,０００
Ｂｑ/㎥、室温４２℃、湿度９０％）におい
てラドン治療を１日おきに施し、治療
前・治療後の採血の分析結果です。
●ラドン医療研究開発機構と記載のも

のは、㈱ラドン医療研究開発機構本社事務所においてラドンミスト発
生装置を使用したラドン吸引を１日おきに行い、治療前・治療後の採血
の分析結果です。

臨床・治験データについて




